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あらまし：全天球カメラやタブレット端末の普及により，VR 環境の提示が比較的容易となった．また，

平和教育における日本の加害と被害の両面からの学びは，次世代の平和教育として重要な観点とも言え

る．そこで，本研究では，全天球 VR 教材を活用し，戦争の加害と被害について学ぶ平和教育を実践した．

その結果，児童らは原爆投下に対して複数視点から考察することができた．また，児童らの原爆投下に対

する考えを揺さぶることができ，多角的・多面的な思考を促し得ることが示唆された． 
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1. はじめに 

戦後 70 以上が経過し，被爆者の高齢化にともなっ

た被爆体験証言者の減少が課題となっている．そこ

で，証言者の減少による直接体験継承の難しさから，

戦争の実相に迫る学び方を変える必要がある（１）．ま

た，原爆による惨劇を後世に伝えていくためにも，

若い世代の関心を高めるべく次世代のための平和教

育のあり方について検討することは意義があろう． 
一方，戦争における被害面の教育だけではなく，

加害面の教育の必要性について述べられており（２），

日本の原爆認識が被害者としての認識に留まってい

ることが報告された（３）．さらに，自国の加害と被害

を重ね合わせ，平和について考え続ける必要性が述

べられており（４），加害と被害の両面からの学びは，

次世代の平和教育として重要な観点とも言える． 
近年，平和教育に利用し得る新たなコンテンツが

増加しつつある．例えば，長崎の原爆投下を題材と

した全天球パノラマ VR 教材が開発され，学習者の

興味や関心を高めることが示された（５）．また，真珠

湾攻撃を題材とした全天球 VR 教材も開発されてお

り，加害と被害の両面から学ぶことが可能である（６）． 
そこで，本研究は長崎の原爆投下と真珠湾攻撃を

題材とした全天球 VR 教材を活用し，戦争の加害と

被害について学ぶ平和教育を実践した．  
 

2. 全天球 VR教材を活用した平和教育の実践 
本研究では，鹿児島県枕崎市の小学４年生 26 名を

対象に，全天球 VR 教材を用いた平和教育を実践し

た．授業実践の様子を図１に示す． 
まず，児童らは全天球 VR 教材を各 10 分程度使用

し，真珠湾攻撃と原爆被害について学んだ．次に，

原爆が投下された当時の「長崎市民（２班：計 10 名）」，

「枕崎市民（２班：計８名）」，「ホノルル市民（２班：

計８名）」の立場に分かれて議論した．なお，児童ら

は「原子爆弾が長崎に落とされたことをどう思いま

すか．」の発問に対して，班のメンバーでそれぞれの

立場から「許せない」，「仕方がなかった」，「わから

ない」の観点で議論した．その後，発問に対する班

の意見をまとめ，学級全体で共有した． 
さらに，各班からの意見が共有された後に，原爆

投下に対して「許せない」，「仕方がなかった」，「わ

からない」から自分自身の考えを選択させ，理由と

ともにワークシートに記入させた．最後に，同様の

発問に対する自分自身の考えを学級全体で共有し，

それぞれの考えについて議論した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3. 評価方法 

授業に参加した児童らを対象に，主観評価による

アンケート調査を実施した．児童らは，７項目の質

問に対して，「とてもそう思う」，「ややそう思う」，

「あまりそう思わない」，「まったくそう思わない」

の 4 件法により回答した．また，肯定回答（とても

そう思う，ややそう思う）と否定回答（あまりそう

思わない，まったくそう思わない）の数をそれぞれ

算出し，直接確率計算（両側検定）を行った． 
また，児童らは授業中に記入したワークシートと

同様のワークシートを授業前（実践前日）と授業後

（実践３日後）に，それぞれ記入した．なお，ワー

図１ 授業実践の様子 
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クシートには「原子爆弾が長崎に落とされたことを

どう思いますか．」に対して，「許せない」，「仕方が

なかった」，「わからない」から選択し，選択した理

由を記入させた．次に，児童らが選択した理由につ

いて，「多面的・多角的な視点」と「一面的な視点」，

「その他」の３つに分類した． 
 
4. 結果・考察 
4.1 主観評価によるアンケート調査の結果 

表１に主観評価の結果を示す．結果から，６割以

上の児童らが本実践の授業内容を難しかったと感じ

たにも関わらず，すべての児童が授業に積極的に参

加できたと回答した．授業では，疑問に思ったこと

を教師に質問する様子や，議論の際にも全天球 VR
教材から知識を獲得しようとする様子が観察され，

４年生の児童らにとっては難しいテーマであったに

も関わらず主体的に学ぶ様子を見とることができた． 
また，原爆投下および真珠湾攻撃において，「アプ

リを使って学べた」の質問項目に対して肯定的に回

答した児童が有意に多かった．したがって，短い利

用時間ではあったが，本教材は戦争の加害と被害を

学ぶ教材として有用であったことが示された． 
さらに，３つの各視点で「原爆投下を考えられた」

と回答した児童が有意に多かった．したがって，本

実践によって原爆投下というひとつの事象に対して，

児童らは複数視点から考察することができた．  
4.2 ワークシートにおける回答理由の変移 

図２に「原子爆弾が長崎に落とされたことをどう

思いますか．」について回答した理由を分類した結果

を示す．なお，１視点からの記述を一面的な視点か

らの回答とし，２つ以上の視点からの記述を多面的・

多角的な視点からの回答とした．その結果，一面的

な視点が減少し，多面的・多角的な視点が増加した．

また，８割以上の児童は，発問に対して授業前から

授業中の回答が変容した．したがって，本研究のよ

うな授業を実践することで，児童らの原爆投下に対

する考えを揺さぶることができ，多角的・多面的な

思考を促し得ることが示唆された．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. まとめ 

本研究では，全天球 VR 教材を活用し，戦争の加

害と被害について学ぶ平和教育を実践した．その結

果，児童らは原爆投下に対して複数視点から考察す

ることができた．また，児童らの原爆投下に対する

考えを揺さぶることができ，多角的・多面的な思考

を促し得ることが示唆された．今後の課題は，多面

的・多角的な思考を促す手立てについて検討し，批

判的思考力向上についての知見を得ることである． 
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表１ 主観評価によるアンケート調査の結果 

質問項目 

肯定回答（名） 否定回答（名） 
直接確率計算 

（両側検定） とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

そう思わない 

まったく 

そう思わない 

授業に積極的に参加することができた 16 9 0 0 ** 

授業の内容は難しかった 2 14 5 4 n.s. 

アプリを使って原爆投下について学べた 16 8 1 0 ** 

アプリを使って真珠湾攻撃について学べた 6 15 4 0 ** 

長崎市の視点から原爆投下を考えられた 11 11 2 1 ** 

枕崎市の視点から原爆投下を考えられた 8 12 5 0 ** 

アメリカの視点から原爆投下を考えられた 10 11 4 0 ** 

**：p <.01 

図２ ワークシートにおける回答理由の変移 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後

授業中

授業前

多面的・多角的な視点 一面的な視点 その他

教育システム情報学会 　JSiSE2019

2019/9/11-9/13第44回全国大会

― 120 ―




